
伊豆の国地区 Information
年金相談会スケジュール

● お一人様60分を目安とし、ご予約の方を優先します
● お申し込みは最寄りの支店（伊豆の国地区）にご連絡ください

※ 出し手・受け手それぞれに賃借料の「1％＋消費税」の手数料がかかります。

ライスセンター利用受付

伊豆の国市農林課よりお知らせ 江間いちご狩り
夏まつり開催のお知らせ

韮山ライスセンター

農地中間管理機構（通称：農地バンク）を介した
「農地中間管理事業」による貸借

無料

● ８月1日（金）に奈古谷支店跡地でも受付を行います
  （9：00～12：00まで）
● 申し込み時に口座のお届け印をご持参ください。ほ場を
　確認するため電話でのお申込みはご遠慮ください。

● 利用権設定等促進事業（相対で契約）
● 農地利用集積円滑化事業（ＪＡを介しての契約）

　江間いちご狩り組合が夏まつりイベントを
初開催します。冷凍イチゴを使った「削りいちご」
の販売など楽しいイベントを企画。皆さまお誘い
あわせの上、ぜひお越しください！

　令和7年４月から農地の貸し借りは農地中間管理事業へ一本化
し、以下の農地貸し借りの新規契約・更新ができなくなりました。

　現在結んでいる契約は期間満了までは有効です。期間満了までに
必要書類を農林課より郵送します。契約開始の４か月前までに
両者で必要書類を作成し、伊豆の国市農林課に提出してください。

お問い合わせ

対 象 あいちのかおりＳＢＬ、にこまる

受付期間 8月1日（金）～ 8月29日（金）

申し込み 伊豆の国市内のＪＡ各支店に
直接お申込みください。

など

開 催 日

８月30日（土）
15：00～19：00

江間いちご狩り
センター

伊豆の国市北江間563-7

場  所

削りいちご
販売 マルシェ 抽選会 音楽

ライブ

韮山野菜集出荷場
TEL.055-949-4355

詳細・
お問い合わせ

伊豆の国市役所 農林課
TEL 055-948-1460 （平日8：30～17：15）

お
問
い
合
わ
せ

江間いちご狩り組合事務局（江間支店）
TEL.055-948-6060

１杯500円（税込）
農地を

貸したい人

静岡県
農地バンク

静岡県
農業振興公社

農地バンクが
借受け

農地バンクが
貸付け

農地を
借りたい人

出し手

市町など連携協力

受け手

日時 場所 電話番号
8月13日（水）
13：00～19：00 長岡支店 055-948 -1335

9月13日（土）
9：00～15：00 修善寺支店 0558 -72-0134

10月8日（水）
13：00～19：00 戸田支店 0558-94-3006

11月8日（土）
9：00～15：00 韮山支店 055-949-1342

12月10日（水）
13：00～19：00 八幡支店 0558-83-0029

太陽の光をたっぷり浴びて育った旬の夏野菜が出番を迎えています。
色とりどりの野菜は栄養もいっぱい。
直売所には地元生産者が育てた新鮮な野菜が並んでいます。
この夏は地元の味で元気をチャージしませんか？

農の駅土肥
広い売り場には新鮮野菜がずらり。
資材館も併設しています。
　　　伊豆の国市韮山山木54-3
　　　055-949-0055
住所
電話

伊豆市特産のワサビやシイタケも豊富。
伊豆の「おいしい」が集まる直売所。
　　　伊豆市柏久保108
　　　0558-72-4462
住所
電話

温暖な土肥の気候で育った野菜も
並ぶ地域密着の直売所。
　　　伊豆市土肥683-1
　　　0558-98-0316
住所
電話

農の駅グリーンプラザ伊豆の国 農の駅伊豆

旬の野菜を買うなら！ＪＡの農産物直売所

160食
限定

HP Instagram

営業時間 定休日
 9：00-16：30 毎週水曜

そのほかの
直売所はこちら

賞味期限3
0秒！？

削りいちご削りいちご

8
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来店客に農産物直売所
「農の駅伊豆」の
夏野菜をプレゼント

　
修
善
寺
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
市
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、地
域
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
活
動

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
19
日
に
は
伊
豆
市
の「
野
菜
マ
シ
マ
シ
食
育

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。「
ベ
ジ

メ
ー
タ
Ⓡ
」に
よ
る
野
菜
摂
取
量
の
測
定
、夏
野
菜
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
、野
菜
セ
ッ
ト
販
売
、レ
シ
ピ
の
配
布
な

ど
が
行
わ
れ
、多
く
の
来
店
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夏
秋
の
需
要
期

「
戸
田
し
き
み
」

市
場
か
ら
高
評
価

　

戸
田
地
区
で
は
山
の
標
高
差
を
活
か
し
て
シ

キ
ミ
を
周
年
栽
培
し
、関
東
の
市
場
に「
戸
田
し

き
み
」と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。８・９
月
に
は
夏

秋
の
需
要
期
を
迎
え
ま
す
。

　

６
月
に
行
わ

れ
た
目
ぞ
ろ
え

会
で
は
生
産
者

や
市
場
、Ｊ
Ａ
職

員
が
市
場
か
ら

の
要
望
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

戸田支店・
戸田営農経済センター
（戸田森林組合に協力）

戸田小中一貫学校の児童と田植え 青壮年部南支部
天城小学校３年生にワサビの出前授業・収穫体験

女性部（伊豆の国市に協力）
市主催の子ども教室「あいキッズ」で
イチゴジャム＆パフェ作り

Izunokuni
Topics

伊  豆  の  国 ト ピ ッ  ク  ス

今
期
か
ら
黄
色
の

ズ
ッ
キ
ー
ニ
も
出
荷
開
始

　
伊
豆
の
国
地
区
ズ
ッ
キ
ー
ニ
部
会
で
は
８
人
の
部

会
員
が
管
内
で
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
期
か

ら
は
市
場
の
要
望
に
応
え
、黄
色
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
出

荷
も
開
始
。近
在

市
場
に
向
け
て

11
月
頃
ま
で
に

３
２
０
０
ケ
ー

ス
の
出
荷
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

女
性
部
が

自
家
菜
園
講
習
会
開
く

苺
委
員
会
が
総
会

販
売
金
額
前
年
比

１
０
１
．６
％

ズッキーニの形や着色具合を
確認する生産者

目ぞろえ会で市場担当者（左）
からの要望を聞く生産者ら

　
伊
豆
の
国
苺
委
員
会
は
６
月
20
日
、令
和
６
年
度

産
総
会
を
伊
豆
の
国
地
区
本
部
で
開
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
産
は
、２
月
以
降
か
ら
シ
ー
ズ
ン
終
盤

ま
で
の
出
荷
が
伸
び
、販
売
金
額
19
億
９
８
０
０
万

円
、前
年
度
比
１
０
１
．６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
飯
田
寿
夫
委
員
長
は「
ど
こ
の
産
地
に
も
負
け
な
い

品
質
が
価
格
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。令
和
７
年
度

産
も
高
単
価
で
売
れ
る

イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

生産者やＪＡ役職員ら
約４０人が出席

営農アドバイザーが栽培の
ポイントを解説

指
先
で

野
菜
摂
取
量
が
わ
か
る

ベ
ジ
メ
ー
タ®

　
　
　
で
の
測
定
体
験

地域住民の健康づくりを応援

　

女
性
部
伊
豆
の
国
地
区
本
部
は
自
家
菜
園
講
習

会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。管
内
各
地
区
で
計
６

回
開
催
し
、営
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
夏
野
菜
の
栽
培

の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員

は「
病
害
虫
の
対

策
な
ど
参
考
に

な
っ
た
」と
話
し

ま
し
た
。

野菜摂取量を増やそう！

春から夏にかけて行われた各種食農体験で、子どもたちは土に触れ、苗を植えて、
収穫の喜びを味わいながら農業の楽しさ・大変さを学びました。
地域の農業を次世代へつなぐ役割も果たす食農教育活動。

今回はＪＡ・女性部・青壮年部・関係組織が連携して行う食農教育活動の一部を紹介します。

青壮年部北支部
韮山地区の保育園・
幼稚園児と田植え

韮山営農経済センター
大仁小学校２年生の児童に夏野菜の苗植え体験

修善寺営農経済センター
（東小学区地域づくり協議会に協力）

修善寺東小学校５年生の児童に
お米の授業

青壮年部北支部（伊豆の国市と共同開催）
地域住民を対象に伊豆の国市特産イチゴと
ミニトマトの収穫体験を開催

野菜マシマシ
食育キャンペーン

2025
春夏編


